
分   　野 授業科目 単位 ( 時間 ) 進　度 担　当

専門分野 老年看護学概論 １（３０） １年後期
白井志津子・久島ひさ子

実務経験あり

科　目　目　的
１．高齢者の身体的、精神的、社会的、霊的特徴を知り、その生活を理解し、老年看
　　護の機能と役割について学ぶ。
２．老年保健の動向について理解する。

科　目　目　標
１．老年期にある人の特徴とライフサイクルからみた老年期の課題を理解する。
２．高齢者の保健・医療・福祉の現状と生活・健康が理解できる。　　　　　　　　　　　　
３．高齢者の健康状態の理解を深め，老年看護の機能と役割が理解できる。

単　元　名 教　育　内　容　 時間 教育方法 担当

１．老年期の理解

２．高齢社会の現
　　状

３．高齢者と保健
　　医療福祉

４．老年看護の機
　　能と役割

５．まとめと試験

１）老いとは（１）加齢と老化，（２）老いの受け止め方
２）ライフステージからみた老年期の理解
（１）老年期とは　（２）高齢者の発達課題　
（３）人格と尊厳　（４）喪失体験
（５）高齢者のスピリチュアリティ
３）加齢に伴う変化の特徴とその生活への影響
（１）身体的機能（２）精神機能（３）心理・情緒機能
（４）社会的機能の変化
４）生活の視点からの老年期の理解
（１）収入・生計、就労・雇用、生活時間の変化
５）高齢者の性
６）高齢者の健康と病気に影響する要因
（１）生活習慣、生活様式、加齢変化、健康行動の個
　　 人差

１）高齢社会と高齢化の要因
（１）高齢者人口の推移（前期、後期高齢者）
（２）出生率
２）高齢化の特徴
（１）地域間格差　（２）平均寿命の推移
３）高齢社会と家族形態
（１）世帯構成の変化　（２）家族との関係
４）高齢社会の疾病構造
１）老人保健・医療・福祉の動向
（１）保健医療福祉の施策

①介護保険制度　②老人保健福祉行政
（２）医療福祉施設と看護の役割

①長期療養型病床群　　②老人保健施設
③特別養護老人ホーム　　④グループホーム

（３）在宅療養と看護の役割
（４）他職種との連携
１）老年看護の機能と役割
（１）日常生活能力の維持・改善
（２）予防活動の重視　（３）疾病の回復への看護
（４）終末期における看護ケア　（５）家族の支援・協働
（６）継続ケアと在宅生活への看護
２）高齢者の権利擁護における課題
（１）自己決定権

①成年後見制度　②日常生活自立支援事業
（２）高齢者虐待、身体拘束
３）高齢者の健康課題
４）高齢者看護における課題
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テキスト／その他
の教材 系統看護学講座　「老年看護学」　（医学書院）

評　価　方　法 筆記試験（白井 40 点、久島 60 点）とレポート等から総合的に評価する


